
訪
日
客

人
超
見
込
む

　
Ｈ
Ｉ
Ｓ
出
資
の
航
空
会
社
　

１～３月

タ
イ
か
ら
各
地
に
チ
ャ
ー
タ
ー
便

ＪＡＬ

Ｈ
Ａ
Ｃ
を
子
会
社
化

株
式
の

・
２
％
取
得

関　　　空
外国人旅客

初
の

万
人
突
破

上
半
期
　

日
本
人
の
数
　

上
回
る

博
多
駅
に
シ
ー
ル
機

Ｊ
Ｒ
西
　

山
陽
新
幹
線
で
初
め
て

ＪＡＴＡ吉川副会長

高橋環境大臣
政務官と会談

ｅ　宿
「
ら
く
通
」と
連
携

近
ツ
ー
個
人
　

シ
ニ
ア
集
客
見
込
む

こ
だ
わ
り
の
旅
販
売

「
新
宿
プ
レ
ミ
ア
ム
サ
ロ
ン
」

近ツー
個　人

８月

総
取
扱
額
は
前
年
並
み

国
内
旅
行
が
．
％
減
に

Ｊ
Ａ
Ｔ
Ａ
の
道
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
開
始

みちのく潮風トレイル
　東北復興支援に協力

コ
ー
ス
整
備
や
地
域
へ
の
送
客

回
向
院
出
開
帳

地
福
寺
に
協
力

Ｊ
Ｔ
Ｂ
国
内
旅
行
企
画

（３） 第２７７３号第３種郵便物認可２０１４年（平成２６年）１１月１日（土曜日）

　
エ
イ
チ
・
ア
イ
・
エ
ス

（
Ｈ
Ｉ
Ｓ
）
が
出
資
す
る
タ

イ
の
チ
ャ
ー
タ
ー
便
専
門
航

空
会
社
、
ア
ジ
ア
　
ア
ト
ラ

ン
テ
ィ
ッ
ク
　
エ
ア
ラ
イ
ン

ズ
（
Ａ
Ａ
Ａ
）
は
来
年
１
～

３
月
、
タ
イ
・
バ
ン
コ
ク
か

ら
日
本
の
空
港
を
経
由
し
、

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
や
カ
ン
ボ
ジ

ア
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
向
か

う
チ
ャ
ー
タ
ー

便
を
運
航

す
る
。
Ｈ
Ｉ
Ｓ
は
、
今
回
の

チ
ャ
ー
タ
ー
便
設
定
で
５
千

人
を
超
え
る
タ
イ
人
の
訪
日

客
を
見
込
ん
で
い
る
。

　
今
回
の
チ
ャ
ー
タ
ー
便

は
、
Ａ
Ａ
Ａ
が
こ
れ
ま
で
乗

り
入
れ
た
こ
と
が
あ
る
成
田

や
関
空
、
福
岡
だ
け
で
は
な

く
、
北
海
道
か
ら
九
州
ま
で

の
乗
り
入
れ
た
こ
と
が
な
い


空
港
も
経
由
す
る
。
バ
ン

コ
ク
発
の
訪
日
客
を
対
象
と

し
た
旅
行
商
品
の
販
売
は
、

大
部
分
を
Ｈ
Ｉ
Ｓ
バ
ン
コ
ク

支
店
が
担
当
す
る
。

　
雪
が
な
い
タ
イ
で
は
、
雪

が
降
る
北
海
道
の
人
気
は
高

く
、
Ｈ
Ｉ
Ｓ
で
は
、
さ
っ
ぽ

ろ
雪
ま
つ
り
な
ど
の
イ
ベ
ン

ト
を
盛
り
込
ん
だ
旅
行
商
品

を
造
成
。北
海
道
以
外
で
も
、

温
泉
や
自
然
、
食
な
ど
、
そ

の
土
地
の
観
光
資
源
を
生
か

し
た
商
品
を
造
成
し
、
日
本

の
魅
力
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
る
。

　
日
本
の
空
港
に
到
着
し
た

チ
ャ
ー
タ
ー
機
は
、
訪
日
客

を
降
ろ
し
た
後
、
日
本
人
客

を
乗
せ
て
東
南
ア
ジ
ア
の
観

光
地
に
向
か
う
。
地
方
在
住

者
に
と
っ
て
は
、
外
国
へ
の

定
期
便
が
就
航
し
て
い
な
い

地
方
空
港
か
ら
気
軽
に
海
外

旅
行
に
行
く
こ
と
が
で
き
る

と
あ
っ
て
、
人
気
が
高
ま
り

そ
う
だ
。

プ
リ
ン
ト
シ
ー
ル
の
フ
レ
ー

ム
デ
ザ
イ
ン

店
内
イ
メ
ー
ジ

　
近
畿
日
本
ツ
ー
リ
ス
ト
個

人
旅
行
（
近
ツ
ー
個
人
）
は


月

日
、
東
京
・
新
宿
に

「
新
宿
プ
レ
ミ
ア
ム
旅
行
サ

ロ
ン
」
を
開
業
す
る
。
海
外

挙
式
や
ハ
ネ
ム
ー
ン
、
ク
ル

ー
ズ
旅
行
、世
界
遺
産
の
旅
、

海
外
留
学
、
海
外
ロ
ン
グ
ス

テ
イ
な
ど
、
国
内
外
の
単
価

の
高
い
「
こ
だ
わ
り
の
旅
」

の
販
売
を
行
う
。

　
近
ツ
ー
個
人
は
店
舗
の
専

門
化
を
図
っ
て
い
る
。
東
京

に
は
有
楽
町
に
テ
ー
マ
旅
行

専
門
店
、
渋
谷
に
海
外
テ
ー

マ
旅
行
専
門
店
、
大
阪
の
あ

べ
の
ハ
ル
カ
ス
に
は
海
外
旅

行
専
門
店
を
開
業
し
た
。

　
「
プ
レ
ミ
ア
ム
」
と
銘
打

っ
た
専
門
店
は
初
め
て
で
、

単
価
の
高
く
高
品
質
な
商
品

を
取
り
扱
う
。
来
店
に
は
予

約
を
推
奨
し
て
お
り
、
あ
ら

か
じ
め
利
用
者
の
要
望
を
聞

い
た
上
で
、
現
地
情
報
や
各

種
資
料
を
取
り
そ
ろ
え
て
来

店
に
備
え
る
。

　
ス
タ
ッ
フ
に
は
ウ
エ
デ
ィ

ン
グ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
や

ク
ル
ー
ズ
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
、
ロ
ン
グ
ス
テ
イ
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
な
ど
を
そ
ろ
え
て
い

る
。

　
ま
た
、
サ
ロ
ン
で
は
テ
ー

マ
旅
行
の
説
明
会
や
セ
ミ
ナ

ー
を
常
時
開
催
し
て
い
く
。

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
と

し
て
、
ボ
ジ
ョ
レ
・
ヌ
ー
ボ

ー
と
バ
イ
オ
リ
ン
の
ミ
ニ
コ

ン
サ
ー
ト
な
ど
を
企
画
し
て

い
る
。

高橋政務官（中央右）を訪問した吉川副会長（中央左）

　
関
西
国
際
空
港
の
今
年
度

上
半
期
の
外
国
人
旅
客
数
が

３
２
１
万
人
を
記
録
し
、
１

９
９
４
年
の
開
港
以
来
初
め

て
上
半
期
と
し
て
３
０
０
万

人
を
突
破
、
日
本
人
旅
客
数

（
３
１
９
万
人
）
も
上
回
っ

た
こ
と
が

日
、分
か
っ
た
。

　
新
関
西
国
際
空
港
会
社
が

発
表
し
た
２
０
１
４
年
度
上

半
期
運
営
概
況
で
明
ら
か
に

な
っ
た
。
国
際
線
の
旅
客
便

数
が
過
去
最
高
と
な
る
３
万

９
千
回
（
前
年
同
期
比

％

増
）
を
記
録
し
た
こ
と
な
ど

が
要
因
だ
。

　
こ
れ
ま
で
の
外
国
人
旅
客

数
の
上
半
期
最
高
人
数
は
、

２
０
１
３
年
度
の
２
４
５
万

人
で
、
今
年
度
は
同

％
増

の
大
幅
な
伸
び
を
示
し
た
。

　
９
月
の
外
国
人
旅
客
数
も


万
人
（
同

％
増
）
と
な

り
、

カ
月
連
続
で
前
年
を

上
回
り
、
９
月
と
し
て
過
去

最
高
に
な
っ
た
。

　
Ｊ
Ｔ
Ｂ
国
内
旅
行
企
画

（
大
谷
恭
久
社
長
）
は
、
東

京
都
墨
田
区
の
宗
教
法
人
回

向
院
が
東
北
の
「
復
〝
幸
〟

支
〝
縁
〟
」
の
た
め
実
施
す

る
宮
城
県
・
気
仙
沼
の
「
地

福
寺
」の
出
開
帳
に
協
力
し
、

期
間
中
に
開
催
さ
れ
る
文
化

イ
ベ
ン
ト
を
Ｊ
Ｔ
Ｂ
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
発
売
し
た
。

　
東
日
本
大
震
災
で
大
き
な

津
波
被
害
を
受
け
た
気
仙
沼

市
の
地
福
寺
の
住
職
に
背
負

わ
れ
津
波
か
ら
逃
れ
た
お
地

蔵
さ
ん
の
出
開
帳
が
、

月

８
～

日
に
両
国
回
向
院
で

行
わ
れ
る
。
出
開
帳
開
催
期

間
に
は
、
復
幸
支
縁
の
想
い

と
祈
り
を
届
け
る
た
め
、
さ

ま
ざ
ま
な
コ
ン
サ
ー
ト
や
演

劇
な
ど
の
文
化
イ
ベ
ン
ト
を

開
催
。
イ
ベ
ン
ト
料
金
２
千

円
の
収
益
金
は
復
幸
支
縁
金

と
し
て
寄
付
さ
れ
る
。

　
周
辺
で
は
「
両
国
ま
る
ご

と
気
仙
沼
フ
ェ
ス
タ
」
と
し

て
物
産
市
や
浜
焼
き
も
開
催

し
、
飲
食
店
で
は
特
産
品
メ

ニ
ュ
ー
も
提
供
す
る
な
ど
、

両
国
で
気
仙
沼
グ
ル
メ
も
楽

し
め
る
。

　
Ｊ
Ｔ
Ｂ
で
は
、
出
開
帳
に

賛
同
し
、
文
化
イ
ベ
ン
ト
の

販
売
協
力
を
す
る
と
と
も
に

収
益
の
一
部
を
寄
付
す
る
。

　
日
本
航
空
（
Ｊ
Ａ
Ｌ
）
は


月

日
、
北
海
道
エ
ア
シ

ス
テ
ム（
Ｈ
Ａ
Ｃ
、札
幌
市
、

田
村
千
裕
社
長
）
の
株
式


・
２
％
を
取
得
し
、
同
社
を

グ
ル
ー
プ
会
社
化
し
た
と
発

表
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
Ｌ
は
経
営
が
悪
化
し

て
い
た

年
３
月
に
Ｈ
Ａ
Ｃ

の
株
式
を
売
却
し
、
経
営
か

ら
撤
退
。
代
わ
り
に
道
が
筆

頭
株
主
と
な
る
な
ど
地
元
の

自
治
体
や
企
業
が
Ｈ
Ａ
Ｃ
の

経
営
を
支
え
た
。
今
回
の
グ

ル
ー
プ
化
は
再
子
会
社
化
と

な
る
。

　
Ｈ
Ａ
Ｃ
は
札
幌
（
丘
珠
）

―
利
尻
、
函
館
―
奥
尻
な
ど

の
離
島
を
含
む
路
線
を
運

航
、
道
民
の
貴
重
な
足
と
な

っ
て
い
た
。
グ
ル
ー
プ
化
す

る
こ
と
に
よ
り
、
「
Ｊ
Ａ
Ｌ

が
持
つ
販
売
チ
ャ
ネ
ル
や
ノ

ウ
ハ
ウ
を
活
用
し
た
販
売
促

進
、
コ
ス
ト
競
争
力
を
生
か

し
、
Ｈ
Ａ
Ｃ
の
経
営
強
化
を

図
る
」
と
Ｊ
Ａ
Ｌ
。

　
Ｈ
Ａ
Ｃ
は
資
本
金
４
億
９

千
万
円
、
従
業
員

人
、
売

上
高
約

億
円
（

年
３
月

期
）
。

　
Ｊ
Ｒ
西
日
本
は
、
山
陽
新

幹
線
公
式
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

「
カ
ン
セ
ン
ジ
ャ
ー
」
や
新

幹
線
車
両
限
定
デ
ザ
イ
ン
の

プ
リ
ン
ト
シ
ー
ル
機
を

月


日
か
ら
博
多
駅
の
２
階
ひ

か
り
広
場
（
改
札
外
）
に
設

置
し
た
。

　
山
陽
新
幹
線
の
駅
に
プ
リ

ン
ト
シ
ー
ル
機
を
設
置
す
る

の
は
初
の
試
み
。
子
供
に
人

気
の
カ
ン
セ
ン
ジ
ャ
ー
を
は

じ
め
、
カ
ン
セ
ン
ジ
ャ
ー
の

デ
ザ
イ
ン
の
モ
チ
ー
フ
と
な

っ
て
い
る
５
０
０
系
新
幹
線

や
、
新
幹
線
電
気
軌
道
総
合

試
験
車
「
ド
ク
タ
ー
イ
エ
ロ

ー
」
な
ど
新
幹
線
車
両
の
フ

レ
ー
ム
デ
ザ
イ
ン
で
、
旅
の

思
い
出
に
記
念
撮
影
が
で
き

る
。

　
フ
レ
ー
ム
は
、
カ
ン
セ
ン

ジ
ャ
ー
と
新
幹
線
車
両
で


種
類
あ
る
。
料
金
は
１
回
５

０
０
円
。
営
業
時
間
は
午
前

５
時

分
～

時

分
（
ひ

か
り
広
場
開
放
時
間
）
と
な

っ
て
い
る
。

　
カ
ン
セ
ン
ジ
ャ
ー
は

年

に
交
通
科
学
博
物
館
で
誕
生

し
、
新
幹
線
フ
ァ
ン
の
拡
大

や
山
陽
新
幹
線
の
安
全
乗
車

や
乗
車
マ
ナ
ー
向
上
を
訴
求

し
て
い
る
。

　
近
畿
日
本
ツ
ー
リ
ス
ト
個

人
旅
行
が
運
営
す
る
ウ
ェ
ブ

宿
泊
予
約
サ
イ
ト
「
ｅ
宿

（
い
ー
や
ど
）
」
が
、
鉄
道

情
報
シ
ス
テ
ム
（
Ｊ
Ｒ
シ
ス

テ
ム
）
が
提
供
す
る
宿
泊
予

約
管
理
シ
ス
テ
ム
「
ら
く
通

Ｐ
Ｌ
Ｕ
Ｓ
」
と
シ
ス
テ
ム
連

携
を

月

日
か
ら
開
始
し

た
。
ら
く
通
Ｐ
Ｌ
Ｕ
Ｓ
を
導

入
し
て
い
る
施
設
は
ｅ
宿
を

経
由
し
た
シ
ニ
ア
の
集
客
が

見
込
め
る
。

　
７
月
に
販
売
開
始
し
た
ｅ

宿
の
３
カ
月
の
実
績
は
１
予

約
あ
た
り
３
万
円
超
、
平
均

リ
ー
ド
タ
イ
ム
は

日
。
グ

ル
ー
プ
会
社
の
ク
ラ
ブ
ツ
ー

リ
ズ
ム
（
ク
ラ
ツ
ー
）
が
毎

月
発
行
す
る
旅
の
情
報
誌

「
旅
の
友
」
に
も
プ
ラ
ン
を

掲
載
し
、
シ
ニ
ア
層
が
多
い

ク
ラ
ツ
ー
会
員
か
ら
の
電
話

予
約
も
受
け
付
け
て
い
る
た

め
、
平
日
宿
泊
の
取
り
込
み

が
期
待
で
き
る
。

　
ら
く
通
Ｐ
Ｌ
Ｕ
Ｓ
は
Ｊ
Ｒ

グ
ル
ー
プ
と
し
て
の
信
頼
も

高
く
、
ｅ
宿
な
ど
の
宿
泊
予

約
サ
イ
ト
と
旅
行
会
社
の
予

約
通
知
を
一
元
管
理
で
き
る

予
約
管
理
シ
ス
テ
ム
。ま
た
、

客
室
在
庫
の
管
理
、
商
品
プ

ラ
ン
の
料
金
調
整
、
宿
泊
予

約
の
分
析
機
能
を
備
え
た
専

用
ソ
フ
ト
で
、
誰
で
も
簡
単

に
利
用
す
る
こ
と
が
で
き

る
。

　
日
本
旅
行
業
協
会
（
Ｊ
Ａ

Ｔ
Ａ
）
の
吉
川
勝
久
副
会
長

は

月

日
、
環
境
省
を
訪

れ

～

日
に
青
森
県
階
上

町
と
八
戸
市
で
行
う
「
Ｊ
Ａ

Ｔ
Ａ
の
道
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
高
橋

比
奈
子
環
境
大
臣
政
務
官
と

意
見
交
換
を
行
っ
た
。
吉
川

副
会
長
は
「
震
災
か
ら

年

を
迎
え
る
２
０
２
０
年
度
ま

で
継
続
事
業
と
し
て
行
い
、

千
人
を
派
遣
す
る
」
と
意
気

込
み
を
語
っ
た
。

　
高
橋
政
務
官
は
「
『
み
ち

の
く
潮
風
ト
レ
イ
ル
』
は
、

復
興
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い

る
。
環
境
省
の
取
り
組
み
を

Ｊ
Ａ
Ｔ
Ａ
会
員
の
多
く
の
旅

行
会
社
に
発
信
し
て
も
ら
え

る
の
は
あ
り
が
た
い
」
と
感

謝
の
言
葉
を
述
べ
た
。

　
ま
た
吉
川
副
会
長
は
「
Ｊ

Ａ
Ｔ
Ａ
は
旅
行
業
団
体
な
ら

で
は
の
、
隠
れ
た
観
光
資
源

を
見
つ
け
、
磨
き
あ
げ
る

『
目
利
き
の
力
』
が
あ
る
。

着
地
の
ニ
ー
ズ
と
発
地
の
ニ

ー
ズ
を
融
合
で
き
る
力
も
持

っ
て
い
る
。
今
後
、
エ
コ
ツ

ー
リ
ズ
ム
な
ど
ニ
ュ
ー
ツ
ー

リ
ズ
ム
を
生
み
出
し
て
い
き

た
い
。
旅
行
会
社
が
ソ
フ
ト

の
面
で
し
っ
か
り
と
取
り
組

む
こ
と
が
、
復
興
の
一
助
に

な
れ
ば
」と
思
い
を
述
べ
た
。

　
観
光
庁
が

月

日
に
発

表
し
た
８
月
の
主
要
旅
行
業


社
の
取
り
扱
い
状
況
（
速

報
）
は
、
総
取

扱
額
が
７
１
３

６
億
５
２
９
４

万
円
で
前
年
同

月
比
０
・
３
％

減
だ
っ
た
。

　
内
訳
は
国
内
旅
行
が
０
・

３
％
減
の
４
５
２
８
億
１
５

５
５
万
円
、
海
外
旅
行
が
１

・
０
％
減
の
２
５
３
１
億
７

７
１
９
万
円
、
外
国
人
旅
行

が

・
８
％
増
の

億
６
０

２
０
万
円
だ
っ
た
。

　
旅
行
会
社
か
ら
の
聞
き
取

り
で
は
、
国
内
旅
行
は
台
風

に
よ
る
相
次
ぐ
天
候
不
順
に

よ
り
、
直
前
の
予
約
が
伸
び

悩
ん
だ
。
海
外
旅
行
は
台
風

に
よ
る
フ
ラ
イ
ト
へ
の
影
響

を
懸
念
し
て
、
直
前
の
キ
ャ

ン
セ
ル
が
相
次
い
だ
。
外
国

人
（
訪
日
）
旅
行
は
、
ビ
ザ

緩
和
の
影
響
に
よ
り
、
東
南

ア
ジ
ア
か
ら
の
旅
行
者
が
増

加
し
て
い
る
。

　
取
り
扱
い
の
合
計
が
前
年

同
月
を
超
え
た
の
は

社
中


社
。
国
内
旅
行
は
取
り
扱

い

社
中

社
、
海
外
旅
行

は

社
中

社
、
外
国
人
旅

行
は

社
中

社
だ
っ
た
。

　
募
集
型
企
画
旅
行
の
総
取

扱
額
は
、
前
年
同
月
比
２
・

７
％
減
の
２
３
３
１
億
８
６

６
３
万
円
。
内
訳
は
国
内
旅

行
が
１
・
６
％
減
の
１
３
３

８
億
３
９
０
１
万
円
、
海
外

旅
行
は
４
・
３
％
減
の
９
９

０
億
４
５
４
７
万
円
、
外
国

人
旅
行
が
３
・
６
％
増
の
３

億
２
１
５
万
円
。

　
募
集
型
企
画

旅
行
の
取
扱
人

数
は
、
前
年
同

月
比
７
・
６
％

減
の
４
７
９
万

６
８
３
８
人
。

内
訳
は
国
内
旅
行
が
７
・
２

％
減
の
４
３
６
万
６
２
３
２

人
、
海
外
旅
行
が

・
９
％

減
の

万
３
５
３
３
人
、
外

国
人
旅
行
が

・
１
％
増
の

１
万
７
０
７
３
人
だ
っ
た
。

階上岳に道標を設置する参加者

自
然
ガ
イ
ド
の
案
内
で
海
岸

コ
ー
ス
を
視
察

案
内
板
除
幕
式
に
出
席
し
た

吉
川
副
会
長
（
中
央
左
）
と

小
林
八
戸
市
長
（
中
央
右
）

　
日
本
旅
行
業
協
会
（
Ｊ
Ａ
Ｔ

Ａ
）
は
、
環
境
省
が
東
北
地
方

の
太
平
洋
岸
地
域
に
設
け
る
ト

レ
イ
ル
コ
ー
ス
「
み
ち
の
く
潮

風
ト
レ
イ
ル
」
へ
の
協
力
を
通

じ
て
、
東
北
復
興
を
支
援
す
る

「
Ｊ
Ａ
Ｔ
Ａ
の
道
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
を
開
始
し
た
。
本
部
役
員

や
会
員
旅
行
会
社
の
社
員
ら
約


人
が
青
森
県
八
戸
市
・
階
上

町
で

月

、
日
、道
標
の
設

置
な
ど
み
ち
の
く
潮
風
ト
レ
イ

ル
コ
ー
ス
の
整
備
を
行
っ
た
ほ

か
、
ト
レ
イ
ル
を
活
用
し
た
旅

行
商
品
の
造
成
に
向
け
て
地
元

関
係
者
と
意
見
を
交
わ
し
た
。

　
み
ち
の
く
潮
風
ト
レ
イ
ル

は
、
環
境
省
が
東
日
本
大
震
災

か
ら
の
復
興
に
貢
献
す
る
た
め

に
取
り
組
む
「
グ
リ
ー
ン
復
興

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
一
つ
。
コ

ー
ス
は
青
森
県
八
戸
市
蕪
島
か

ら
福
島
県
相
馬
市
松
川
浦
ま
で

を
結
ぶ
約
７
０
０
㌔
で
、現
在
、

蕪
島
か
ら
岩
手
県
久
慈
市
小
袖

海
岸
ま
で
の
約
１
０
０
㌔
と
福

島
県
新
地
町
福
田
か
ら
松
川
浦

ま
で
の
約

㌔
が
開
通
し
て
い

る
。
コ
ー
ス
設
定
に
あ
た
っ
て

は
地
域
住
民
の
意
見
も
取
り
入

れ
、
自
然
は
も
ち
ろ
ん
、
人
々

の
暮
ら
し
や
文
化
も
感
じ
ら
れ

る
よ
う
な
道
に
し
て
い
る
。

　
Ｊ
Ａ
Ｔ
Ａ
活
動
初
日
の

日

は
階
上
町
エ
リ
ア
。
み
ち
の
く

潮
風
ト
レ
イ
ル
は
そ
の
名
称
通

り
海
岸
沿
い
の
コ
ー
ス
が
中
心

だ
が
、
階
上
町
エ
リ
ア
で
は
標

高
７
４
０
㍍
の
階
上
岳
山
頂
を

経
由
す
る
。
参
加
者
は
８
班
に

分
か
れ
岳
を
登
り
、
慣
れ
な
い

手
つ
き
で
穴
掘
り
器
や
ス
コ
ッ

プ
な
ど
を
用
い
て
計

の
道
標

を
立
て
た
。

　
宿
泊
先
の
八
戸
の
ホ
テ
ル
で

は
、地
元
関
係
者
と
意
見
交
換
。

来
賓
の
小
林
眞
八
戸
市
長
は

「
震
災
か
ら
の
復
旧
に
頑
張
っ

て
い
る
な
か
で
、
Ｊ
Ａ
Ｔ
Ａ
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち
上
げ
て

い
た
だ
い
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
会

社
で
、
い
ろ
い
ろ
な
旅
行
商
品

を
作
っ
て
も
ら
え
る
と
期
待
し

て
い
る
」
と
歓
迎
し
た
。
階
上

町
の
久
保
和
子
副
町
長
は
「
観

光
振
興
に
つ
な
が
る
、
プ
ロ
の

視
点
か
ら
の
適
切
な
ア
ド
バ
イ

ス
を
い
た
だ
き
た
い
」
と
Ｊ
Ａ

Ｔ
Ａ
の
協
力
を
求
め
た
。

　
２
日
目
は
、コ
ー
ス
の
視
察
、

体
験
を
目
的
に
、
北
の
起
点
と

な
る
蕪
島
を
訪
問
。
蕪
島
は
ウ

ミ
ネ
コ
の
繁
殖
地
で
、
毎
年
２

月
下
旬
か
ら
８
月
上
旬
に
か
け

て
約
３
、４
万
羽
が
飛
来
す
る
。

そ
の
後
、
自
然
ガ
イ
ド
の
案
内

で
、
葦
毛
崎
展
望
台
か
ら
う
み

ね
こ
ラ
イ
ン
の
岬
ま
で
の
海
岸

沿
い
コ
ー
ス
を
歩
く
。
地
元
住

民
が
定
期
的
に
清
掃
活
動
を
行

っ
て
い
る
た
め
、
ゴ
ミ
は
ほ
と

ん
ど
落
ち
て
い
な
い
。

　
種
差
海
岸
駅
前
に
は
案
内
板

を
設
置
。
今
回
の
団
長
で
あ
る

吉
川
勝
久
Ｊ
Ａ
Ｔ
Ａ
副
会
長
・

国
内
旅
行
推
進
委
員
長
（
Ｋ
Ｎ

Ｔ
―
Ｃ
Ｔ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス

会
長
）
や
小
林
八
戸
市
長
、
岡

本
光
之
・
環
境
省
国
立
公
園
課

長
ら
が
除
幕
式
を
行
っ
た
。

　
Ｊ
Ａ
Ｔ
Ａ
の
道
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
は
、
「
新
し
い
東
北
観
光
」

の
実
現
を
目
指
し
、
２
０
１
４

年
度
か
ら

年
度
ま
で
の
間
に

千
人
が
参
加
し
、
全
区
間
を
整

備
、
視
察
す
る
計
画
だ
。
吉
川

副
会
長
は
「
こ
れ
か
ら
７
年
間

で
み
ち
の
く
潮
風
ト
レ
イ
ル
を

ソ
フ
ト
の
面
で
売
っ
て
い
き
た

い
。
旅
行
業
界
は
隠
れ
た
観
光

資
源
を
発
掘
す
る
力
、
そ
れ
を

磨
き
上
げ
る
力
、
い
わ
ゆ
る

『
目
利
き
の
力
』
が
あ
る
。
着

地
の
ニ
ー
ズ
と
発
地
の
ニ
ー
ズ

を
融
合
す
る
力
も
あ
る
。
こ
れ

を
第
一
歩
と
し
て
、
旅
行
商
品

の
企
画
・
造
成
、
販
売
、
送
客

に
努
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
」
と
意
欲
を
燃
や
す
。

【
板
津
昌
義
】


